
C －22　 文 楽人 形の衣裳（ その1 ）

元四天王寺女短大　　 大川原千 鶴

1.　文 楽については浄瑠璃・人形・舞台等各方面で種

々研究 がな されてい るが人形の衣裳に関す るものは殆ん

ど皆無 といって よい。その上，古い衣裳は大半焼失して

お り，僅かに焼け残った衣裳も舞台観賞用にはむかない

との見地から散逸してしまっているので現在公演に使用

されている衣裳について調査し体系づけてゆきたい と考

えた。

2. 大阪朝日座（ 旧文 楽座）におい て年 ４回 公演される

機 会をとらえ出演人形の衣裳につい て調査を行なった。

3. 文楽に関し ては人形 の衣裳に関する時 代考証は殆

んどなされてい ない ようで，一谷 鰍軍記 をみても小 社姿

の玉 織姫や保 侶を背にし た敦盛，鎧直 垂の熊 谷が峠 をつ

けたり，袖慨斗 目で現 われる。こ れから考えられるこ と

は題材 は平家 物語を柱としながら宝暦 年間の作であると

い うこ とが江戸時 代に生 きた作者 の思想・風 俗を作 品の

中に反映し てい るのであろ う。また熊谷 の衣 裳につ けら

れ た紋 は「対 鳩」 になっ てお り熊 谷のきまり紋とされて

い るが史 実にし たがうな ら「鳩に寓生」 の紋 でなけ れば

な らない 。こ のように衣 裳に関し て疑問 をい だかせる点

を多 々発見し たが独特な衣 裳構成 をもみるこ と が で き

た。即 ち着付（長着 のこ と）に背明き をこしら えた り，

「ま ち」をつ けたり，女物 の社す そをつ まんで足 にみた

て るな ど， また綿 入れ仕 立てを袷 ，袷 を単衣 と称す るな

ど もその一例である。


